
ストック効果

名阪国道と
物流の変革

交通史における名阪国道

①舟運時代【～明治初期】
・江戸時代には商品流通が発達し、
木津川の水運は伊賀上野地方の
物産を京阪地方に輸送する
唯一の交通路でした。
出典：国土交通省ＨＰ及び「経済論叢 第７２巻第２号」

―Ｓ２８年８月、京都大学経済学会―

出典：山城町史

②鉄道時代【明治中期～】 ③道路時代【昭和中期～】
・周囲と隔てられていた伊賀地域は、
鉄道建設によって新たな交流が生ま
れました。
・1907年に関西鉄道が国有化され
名古屋と大阪を連絡する現在の
関西本線となりました。

・名阪国道暫定開通によって、輸送の
主体は鉄道から道路にシフトしてい
きました。

・現在に至るまで輸送の主体を担って
います。

～時代とともに変革した物流～

［出典］

舟運：京都府立山城郷土資料館への
ヒアリング調査より

鉄道：汽車汽船旅行案内
（明治40年3月）

道路：Ｈ22道路交通センサス速度
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《大阪方面への輸送時間》

～③道路時代～
名阪国道を経由

～①舟運時代～
木津川・淀川を経由
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～②鉄道時代～
関西本線を経由大阪
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出典：伊賀市史

伊賀市提供（JR関西本線の汽車の状況）

移動の高速化をもたらした名阪国道

（～明治中期） （昭和中期～）
［名阪国道経由］

（昭和中期～）
［R25経由］

（明治中期～）




